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7月 14日（金）1，2限目 6年生、3，4限目 5年生が、鈴鹿中央消防署の方による、着衣水泳の学習 

を受けました。 

 

① 浮いてまつ 

人間は２％浮くことができる。もし溺れるようなことがあった時、慌てて手を挙げてしまうと、手が２%と 

なり体の他の部分は沈んでしまう。鼻や口などが２％になるためにはどうしたらいいのかということで、 

浮き方について教えてもらいました。 

実は服を着て、靴を履いている状態が一番浮きやすいことが「水着だけの人」「服を着ている人」 

「服を着て靴を履いている人」を実際に見せていただきよくわかりました。靴を履いているとしばらく 

すると足も浮いてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

② 水の中に助けに入らない③浮くものを投げ入れる 

どんなに自信があっても子どもでも大人でも水の中へ入らず、慌てず力を 

抜いて浮くことを促し、ペットボトルやボール、自分の履いている靴やランド 

セルなど浮くものを投げ入れることを教えていただいた後、実際にペットボトル 

を投げ入れる練習もしました。 

 

④ 早い 119番通報⑤大人をよぶ 

自分以外に周りに人がいたら、 

１１９番通報をお願いし、大人をよんでくると 

いうこともお話してもらいました。 

 

第１２号 

令和５年７月１９日（水）  

学校HP ＱＲコード 

 

 

 

 

 



 最後に消防署の方からみんなさんへ 

「子ども同士で川や池、海などへは行かない」「大人と一緒であっても、川や池、海などで

遊ぶときはライフジャケットを着て安全対策をし、楽しむ」というお願いがありました。 

 子どもたちはほぼ全員、浮くことを実感し、消防署の方の話もしっかり聞くことができました。 

 

 

国土交通省・公益財団法人 河川財団から、安全に気をつけながらも、多くの子供たちに楽しく川で

遊んでほしい！」との思いを込めて、「うんこドリル」を発行する株式会社 文響社とコラボして、「うん

こドリル 川の安全」 が HPから出ています。夏休み、川や海などご家族で出かけるご家族の方もお

見えになると思います。出かける前に一緒にクイズなど見てから出かけてみてはどうでしょうか。 

またこの「うんこ啓発ドリル」は『生きるための知識はここで学ぶ！うんこワールド』で は川のほかに 

も、山や海などいろいろな生きるための知識を学ぶことができるようにもなっています。いろいろなクイ 

ズに挑戦してみてください。 

 

冊子：https://www.mlit.go.jp/river/kankyo/pdf/unnkodoriru.pdf 

WEB アプリ：https://play.unkogakuen.com/manabi/game/river/?rf=drill 

2学期の学校行事について 

運動会 

   10月 21日（土）９：００～１２：１５ 

                  雨天順延（グランドの状態によって晴れていても順延の場合もあります。） 

     運動会終了後、子どもたちはお弁当を教室で食べます。 

     その後 5，6年生は後片付けを、1～4年生は運動会の振り返りをして 14時下校 

     観覧は人数制限をしません。地域方にも来ていただきます。 

     10月 21日（土）22日（日）の実施した場合は 10月 2３日（月）代休となります。 

 6年修学旅行 

    11月８日（水）9日（木）  京都・奈良 

授業参観 

    11月 21日（火）午前 詳細は 2学期に連絡します。 

  4年音楽会 

    12月 8日（金）にイスのサンケイホールで行われる音楽会は今年も保護者の参観は 

ありません。そのため 11月 29日（水）5限に行われる児童集会にて全校児童の前 

で演奏する際、4年生保護者の皆さんにも一緒に聞いていただく予定でいます。 

「うんこドリル 川の安全」

https://www.mlit.go.jp/river/kankyo/pdf/unnkodoriru.pdf
https://play.unkogakuen.com/manabi/game/river/?rf=drill

